
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ヨメナ

ソロリティ

ロマネスク

バロック

16

人形

4

煉獄

10
03：月光浴

98：助手

家族

うわさ

同級生

待ち合わせ

幻想的な月の光の下で、うっとりと時間を忘れて語り合ったあの時間。相手は空の月か、星か、それともあなたの大切な人か。相手も言葉も忘れた今でも、あの月の美しさは忘れない。

己が実験台になると思わず、誰か……おそらくネクロマンサーの研究を、手伝っていた。あなたの中にはその技術や研究の一部がまだ残っている。自身の体がどうなったかも、残酷なほどわかってしまう。

私には家族がいた。父親の名前はユリア、母親の名前はルイーザ。それと、もうじき生まれてくるらしい弟か妹がいる。

通っている小学校には、ある噂があった。小学校の目の前の通りにある小さなお地蔵様。どうやら、水子地蔵と呼ばれているらしい。生まれてくる前に死んだ子供を祭る地蔵なのだが、小さな子供を連れて行こうとするらしかった。

私が通う近所の小学校。一つの学年に結構な人数の子供がいる大きな小学校だった。特に私は、同じクラスの新山ゆかりと仲が良かった。ゆかりのパパもユリアと同じく警察官ということで、よく一緒に遊んだり、警察の主催するイベントに遊びに行ったりしていた。

あしたも、ここにおいでよ。おともだちになれるよ。そういわれたのはいつの日の事だったか。私は、よくわからないままに手招きされてそこにいた。次の日も、同じ場所を、同じ時間に通った。おともだちが、何なのかわからなかったが、わたしはその日その場所にいた。ふっと、小さな子供のようなものが、私の手を掴んだ。私の足を掴んだ。しばらく、ここにいて？そう、そのちいさなこどもは言うのだった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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小型運動向上機（リフレックス）

工学声調機（ボイスエフェクト）
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効果参照
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自身

0～1

自身
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0

自身

バトルパート開始時と終了時、任意の姉妹1人と互いに対話判定してもよい

攻撃判定のサイコロを振りなおす

改造3パーツ取得

変異3パーツ取得

肉弾攻撃の攻撃判定+1

+1

対象の姉妹と互いに対話判定

2

1

肉弾攻撃１

肉弾攻撃2+連撃2。攻撃判定において、（連撃で発生した判定も含めた中で）1回だけサイコロを振りなおしてよい

支援2 or 妨害2

肉弾攻撃１

支援１

移動１

支援1

ターンが終了するか、このパーツが損傷するまで、舞台上のホラー・レギオンはあなた以外を対象とした攻撃判定に-1の修正を受ける(この修正は累積しない)

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

誰かから貰った大切なスコープ。壊れていても、綺麗な夜空が見えない今でも、大切に持ち歩く。

妨害2

移動１
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